
かけがわ栗焼酎プロジェクト 2011   
～地産食材“栗”の付加価値商品化と市販化に向けて～ 

 

1．事業の背景 

掛川市では栗の生産が盛んで、里山には多くの栗畑が点在しています。特筆すべきは、著名な栗

羊羹、栗鹿ノ子、栗落雁などの和菓子に使われている栗が、掛川から出荷されているという点です。

栗の産地でありながら、地域で加工品として顕在化しているのは、栗蒸し羊羹、栗きんとんといっ

た僅かの種類の和菓子ですが、そこに“栗産地としての掛川”という情報発信はあまりにも希薄です。 

また、栗農家の現状も、継承者不足やイノシシによる被害によって、栗畑の荒廃が進みつつあり、

農産物の高付加価値化や、美しい里山の保全は、地域の大きな課題ともなっています。 

まちを使い、地域を楽しむ様々な活動の中で、「地域独自の資源」「ゆかりある素材」を持つこの

まちの価値に気づき、人が介在することで付加価値を高め、そうした資源の資産化に努めてきた

NPO法人スローライフ掛川が中心となって、この掛川産『栗』に着目し、『栗』を使って地域に有

効な情報発信や交流を実現し、商品化へと結びつけようと、2009 年より「かけがわ栗焼酎プロジ

ェクト」を立ち上げ、掛川産の栗を使った栗焼酎の商品化へのプロセスに道筋をつけてきましたが、

今年は “市販化” を目標に活動をスタートさせています。 

 

2．“栗焼酎”商品化のメリット 

『かけがわ栗焼酎』をつくるプロセスは、市民や地域を積極的に巻き込んだ「内発型」の事業と

して、身近な農産物が魅力的な商品になり得ることを実証するものです。市民にとって、地域の農

産物や農空間が貴重な資産であることを認識するとともに、それらを積極的に活用することで、面

白い情報発信の要素が生まれてくると考えています。 

1）栗焼酎は日本でも四国と九州の一部でしか商品化されていないため希少感があります 

2）酒は掛川の他の農産物との組み合わせにより新たな食提案が可能となります 

3）酒づくりのプロセスに関与することが価値となりつつあり、栗焼酎の場合比較的関与がし易く、

地域課題（農業継承者不足やイノシシ被害など）も明確になります 

さらに、観光が交流へと価値軸を移すなか、掛川の豊富な農資源に対して『楽しい・面白い・美

味しい』という視点で光をあててみると、このまちの資源と価値の多様性を再認識する機会と、こ

れからの“交流”のためのきっかけを持つことができます。 

 

3．取り組みの紹介 

○プロジェクトの持続と参画者募集 

市民、農・商業関係者、各種団体の参画でプロジェクトを再起動し、持続的活動を推進していきます。 

○栗畑メンテナンス、栗収穫・加工に参画 

栗畑の草刈り、栗の収穫、皮剥き作業、蔵元への搬入を市民の力を借りて実現していきます。 

○栗焼酎の蒸留と販売 

県内蔵元の協力により栗焼酎を蒸留、市内小売業との連携により商品流通・販売を実現していきます。 

 

私たちは、名ばかりの地域ブランド・商品が出回るなか、本来の意味の地域商品を提示し、地産

地消ならぬ “地産地生” （＝単に消費する行動ではなく、生活を豊かにする行動）を実現すること

に本プロジェクトの意義があると考え、取り組んでいきます。 

●参画者＝市民（プロジェクトメンバー、ＮＰＯスローライフ掛川会員など）、 

これっしか処、ゲンベエ農園、さくら咲く学校、富士錦酒造 ほか 

 

 



4．商品名とストーリー 

 

掛川 里山栗焼酎 

  自ら（みずから・おのずから）  
 
○商品名が意図するもの 

日本では「おのずから」展開していく四季と自然に、春にな 

ったら田畑を耕し、秋になったら収穫をしていく農業に従事し 

ていた人たちの「みずから」生きていく世界が重なっています。 

「おのずから」に逆らって「みずから」生きるということで 

はなく、人間が一方的に「みずから」の世界をつくるのでもありません。何が人間の一生にとって

「おのずから」の生き方なのかを自分なりに見つけ出し、それに逆らわず「みずから」生きていく

という生き方です。この在り様が、日本語の「じねん」という言葉の意味であり、日本人の自然観

が込められています。 

近年顕著になってきた掛川の里山における栗のイノシシ被害、農家における後継者不足と栗畑の

放置、特産でありながら栗が素材生産の域を出ないこと、などの状況を理解し（おのずから）、新

たな次元で作物と鳥獣と営みの関係をつくりたい（みずから）という考えを、栗焼酎の名前に託し、

日本人の優れた自然観と人生観との融合感覚を、あらためて喚起していきます。 

 

5．プロジェクト参加者を募集中 

今年 8月 28日（日）の栗園の下草刈りを皮切りに、栗拾い、栗の鬼皮剥き、蔵元への納入、蒸

留と蔵出し、販売という一連の活動を行って参ります。今年からは、今までの入手方法は、プロジ

ェクト会員への頒布のみとなっていましたが、今年からは、これっしか処を拠点とした一般販売と

なる予定です。ただ今、商品化と市販化に向けた一連の活動にご協力いただける方（プロジェクト

メンバー）を募集中。ご参加いただいた方には、“自ら 2011” の先行予約を承りますとともに、完

成お披露目会（11月中旬開催）へご招待いたします。 
 
◎農園下草刈り：ゲンベエ農園の下草刈り作業（草刈り機などご持参ください） 

8/28（日）6：00～10：00   
 

◎農園早朝栗拾い：ゲンベエ農園での栗拾い作業（拾った栗を一部持ち帰りできます） 

9/12（月）6：00～7：00  

9/13（火）6：00～7：00  

会場＝ゲンベエ農園 静岡県掛川市上垂木 2547 ※みつまる工業（第２）西側を入り橋を渡り右手 
http://maps.google.co.jp/maps/ms?hl=ja&gl=jp&ie=UTF8&oe=UTF8&msa=0&msid=105778605456567631943.00048eb05699b160a49bc 

 
◎焼酎の完成と蔵出し：完成お披露目会と販売開始（市販価格未定） 

 11月中下旬（日程未定） 
 

●●●ご参加いただける方は、下記事務局までメールまたは電話にて事前登録をお願いします●●● 
 
かけがわ栗焼酎プロジェクト  

プロジェクトリーダー：山崎善久（NPOスローライフ掛川 理事） 

プロジェクト事務局：佐藤雄一（コンセプト株式会社）Ｅ-mail: post@conception.co.jp 

〒436-0091 静岡県掛川市城下 5-10・1F  Tel.0537-22-0654 Fax.0537-22-0786 
 

企画／かけがわ栗焼酎プロジェクト 2011、これっしか処 

協力／ゲンベエ農園、さくら咲く学校、NPO法人スローライフ掛川、富士錦酒造株式会社 

 

http://maps.google.co.jp/maps/ms?hl=ja&gl=jp&ie=UTF8&oe=UTF8&msa=0&msid=105778605456567631943.00048eb05699b160a49bc

